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地域連携活動の概要

＜活動内容＞
・活動場所 :株式会社ベストアグリフーズ

・実施日程 :毎週月曜日~土曜日(令和 2年 6月~)

・実施した生産活動・施設外就労の概要
野菜の皮むき/カット作業等

・利用者人数 :3~11名

玉葱の皮をエアーで飛ばします。
エアーの台数も増やしていただい
たりカゴの種類を変えていただい
たりと、生産性向上の為の改善案
を日々考えながら取り組んでいま
す。

玉葱のカット作業です。
天地カットをしたものをエアーで
皮むきします。
場所の確保等協力していただき、
生産性向上に取り組んでいます。

<目 的>
【地域連携活動のねらい・メリット】
利用者が、社会の一員として働ける場を作る。
【地域にとってのメリット】
不足している労働力の確保ができ、生産の増加に繋がる。
【対象者にとってのメリット】
毎日の作業において連携先から必要とされる事や頼られることで、働く意味
を発見したり自信をつけることができる 。

葱のカット作業です。
2.5cmずつに切っていきます。
長さや密度などに気を付けながら
約5本ずつ切っています。

<成果>
【実施した結果・成果】
生産性の向上やスキルアップを通して、社会の一員としての自信をそれぞれ
が持てるようになった。
連携先の協力も手厚く、環境整備や新しい作業に挑戦する機会を多くいただ
けるため、各々の適性を発見することにも繋がっている。
【課題点】
生産性向上、スキルアップがみられる中、新しく作業に携わる利用者が他の
利用者と比較してネガティブにならないよう支援することが必要になると感
じる。

その他にもたくさんの野菜の皮むき、カット、時には南瓜の種取などの
作業を用意していただいています 。各作業の生産性向上のためスタッフ、利
用者ともに毎日話し合ってスキルアップしています。

連携先の企業等の意見または評価
<成果>
【連携した結果に対する評価】
多品種の仕事に臨機応変に対応してくれ、時間内に仕上げようと努力してくれている。
弊社の作業段取りがしやすくとても 助かっている。

【今後の連携強化に向けた今後の課題】
今後も引き続き、多品種の仕事に臨機応変に対応してもらえる体制づくりをお願いしたい。

連携先企業名 株式会社 ベストアグリフーズ 担当者名 平澤　孝司
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